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朝鮮語の口蓋化と結合制約

平野日出征

1 はじめに

語葉音韻論は規則の種類とその適用に関して制限を設けている。循環規則は派生環境においてのみ適用

可能である，すなわち，形態素結合あるいは先行する規則の適用によって作り出された環境でのみ適用可能

である。派生環境にのみ循環規則を適用可能とする制約は厳密循環条件(StrictCycle Conndition(SCC))として

知られている条件によって実現される(Kiparsky(1982)， Rubach (1984))。

(1) Strict Cycle Condition (Kiparsky (1982)) 

a. Cyclic rules apply only to derived representations. 

b. Definition: A representationφis derived W.r.t rule R in cyclej iffφmeets the 

structural analysis of R by virtue of a combination of mo叩hemesintroduced in 

cycle j or the application of a phonological rule in cycle j. 

この条件によって非派生環境において規則の適用が阻止される現象を説明している。

また，義務的中和規則は派生環境にのみ適用されるという制約は(2)の修正された交替条件(Revised

Alternation Condition)によって達成される。 この条件と派生環境に関する(3)の規定によってよって構造変化

をもたらす規則によるs-口蓋化はすべての環境で適用可能になる。

(2) Revised AlternatioIl Condition (RAC)(Kiparsky (1982)) 

Obligatory neutralization rules apply only in derived environments. 

(3) An environment X is derived with respect to a rule Y if X satis白esthe structural 

description of Y crucially by virtue of a combination of morphemes or the 

application of a structure changing phonological rule. 

しかし， Kiparsky(I993)ではこの現象をこの二つの条件で説明する場合に生じる困難を克服するために不

完全指定(Underspecification)理論と規則を構造変化規則と構造構成規則に分けることによる新たな説明を提

案している。

本稿では非派生環境において適用が阻止されなければならない規則の例として，朝鮮語の t-口蓋化規則を



取り上げ，最適性理論による説明が最も優れていることを示す。二つの口蓋化規則を認めない場合，この規

則は後語葉的(postlexically)にIs，n， 11に適用され，異音的口蓋化音を実現する。この規則は非派生環境におい

ても適用されるため規則による説明に対して問題を提起する。朝鮮語の口蓋化に関しては， SCCによる分析

(Ahn(1985))， RACによる分析(Iverson(1987))が提案されているが，この二つの分析が持つ問題を解決するため

にKiparsky(1992)は不完全指定による分析を提案している。しかし，これら語葉音韻論による提案の問題点

についてOh(1995)が明らかにしている。

朝鮮語の口蓋化は最適性理論にとっても重大な問題を提起する。つまり ，ItIが口蓋化したた/を最適形とし

て選び出す制約のランキングはその環境が派生環境であれ，非派生環境であれ，口蓋化音を最適形と判断す

る。しかしながら，口蓋化制約が低い位置にランクされると，非口蓋化子音を持つ形式が最適形となり，口

蓋化子音を持つ形式は常に排除されることになり，最適性理論においても事実を正しく説明できない。本稿

では，この問題を解決するために局所結合制約(ConjoinedConstraint)と派生間対応ぐTransderivational Corres-

pondence)を用いた説明を提案する。さらに， 口蓋化と関連する音韻過程にウムラウト現象がある。ウムラ

ウトは口蓋化音または派生口蓋化音によって阻止されるが，最適性理論でこの事実がどのように説明できる

かを明らかにする。また，朝鮮語の口蓋化現象を統一的に説明しているOh(l995)と最適性理論による分析を

提案しているHong(1998)の議論を検討する。

本稿の構成は次のようである。第2節では語葉音韻論による分析と韻律外性に基づく説明について検討

し，第3節では最適性理論による口蓋化の議論を検討し，第4節では結合制約による分析を提案する。第5節

でまとめを行う。

2 音韻規則による分析

この節では語葉音韻論と韻律音韻論による朝鮮語の口蓋化の分析を検討する。語葉音韻論での分析は

Kiparsky (1993)に提案されたものを中心に議論し，韻律音韻論における分析はOh(1995)の分析について検討

する。

2.1 Underspecificationによる分析

この分析はKiparsky(1993)が提案している。この提案の検討をする前に，朝鮮語の口蓋化現象について例

と規則をまとめて示し，これ以前の語葉音韻論のSCCとRACによる分析に少し触れることにする。

(4) a. t-口蓋化

Ipath+i/ー>[pachi]'field(Nom)， but Ititi+talー>[tidida]， * [cijida]'to tread on' 

規則: It， thlー >[c.ch]1一一i， y

b. s， n，ト口蓋化

.Ikasilー>[kaJi]'thorn':Idmdnilー>[dm叫 i]'mother'; Ippallνー>[ppaμi]'quickly' 

規則:/s/ー>[JlI一一i，y: Inlー>[11仏_i，y; /νー>[A]I_i.y 

(4a)の口蓋化は語嚢的規則で，派生環境でのみ適用可能である。一方， (4b)の口蓋化は後語嚢的に適用さ

れ，非派生環境にも適用される。口蓋化は[Coronal]子音のみに適用されることが例によって示されている。

したがって，口蓋化は一つの一般的規則で説明することが望ましいことは明らかである。しかし， SCCによ

る分析は中和規則としての口蓋化と境界を超えて後語嚢的に適用される規則による口蓋化とを分離し，前者
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がSCCに従うと説明する。これに対し， RACによる分析は一つの口蓋化規則による説明を追求している。

Oh (1995)が指摘するように，また Kiparsky(1993)が明らかにしているように，循環規則のあるものは非派

生環境でも適用されることがあり，また，非派生環境で規則の適用が阻止されることは語葉レベルだけでは

なく，後語葉レベルでも報告されている。このことから， SCCによる説明が抱えるこのような問題を解決す

るためにRACによる分析が提案された。

RACによる分析では口蓋化規則を一般化し，この規則が後語嚢的にも適用可能となるように派生環境に関

する定義を(3)に示したように拡張した。つまり，音韻的派生環境でも形態的は生還教でも口蓋化規則は適

用できることになる。しかし，次のような複合語の構成要素問では口蓋化は形態的派生環境にあるにも関わ

らず起こらない。

(5) a. path##ilang [padiraI)] or [panniraIJ] 'ridge of a field' 

b. path+ilang [pachiraIJ] or [paSiraIJ] 'a field and' 

さらに，次の例が示すように音韻的に派生された環境においてもt-口蓋化は適用されない1。

(6) thwi-ta ' to be opened' ; /thwi-~ /ー>[thy~] 

(5)と(6)に挙げた例はRACによる朝鮮語の口蓋化の分析に重大な問題を提起している。さらに， Kiparsky 

(1993)が指摘しているように，義務的規則と任意的規則が異なる原理に従うのはのぞましくない。しかし，

RAC条件は義務的中和規則のみに適用される。

上で述べたような非派生環境におけるt-口蓋化規則の適用の阻止を説明する試みに見られる問題点を解決

するためにkiparsky(1993)は不完全指定と規則を機能によって二つの種類に分けることによって説明しよう

と試みている。まず，口蓋化は語嚢的かつ後語藁的であるとし，一般的規則によって説明しようとする。朝

鮮語の口蓋化規則は構造構成規則と考え， [anterior]素'性に関して指定されていない場合にのみ適用される。

形態素内にある/t.th/に口蓋化規則が適用されないようにするために朝鮮語の[Coronal]子音は次のような語嚢

表示を持っていると仮定される。

(7) Lexical Representation 

Before / i / 

Elsewhere 

九th/

[+ant] 

[Oant] 

/c， ch/ 

[Oant] 

[-ant] 

/s， n，ν 
[Oant] 

[Oant] 

口蓋化規則は前舌高母音/i/に指定されている[-ant，+high]素性を[Coronal]子音に与えることによって，音声的

口蓋子音として/tj.りh，c. ch. J， Il，正/を作り出す。しかし，派生環境で現れる口蓋化子音/c，ch /は口蓋化規則で

生み出された /tj.tjh/を破擦音化することにより，音声形としては [c，ch]として実現される。 (7)が示すよう

に形態素内の/t，th/は[+ant]素性が指定されているので，構造構成規則である口蓋化規則はこれらの要素に影

l響を与えることは出来ない。

Oh(1995)が指摘するように朝鮮語の[Coronal]子音に不完全指定に関して非対称が存在するという他の証拠

は全く存在しない。さらに，朝鮮語では[+ant，-son]は調音位置の素'性を持たない証拠があり (Iversonand Kim 
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(1997). Yu-Cho (1990). Hirano (1992))， (7) のような表示はそれと矛盾するばかりではなく，朝鮮語の/νと

[Coronal]子音は自然類をなすという主張(Hume(1990))とも相いれない。 また， Heo (1964)によると慶尚道方

言では次のようなウムラウトと呼ばれる母音交替がある。

[api ] 'father' [kegi] 'meat'; /cuki-ta/ [cigida] 'to kill' ; /apν 

[kirida]'to draw'; /putν[pidi] 'by all means' 

[kachi] 勺kachi]'value'

a. /koki/ 

b. /k叩 ri-ta/

(8) 

c. /kachi/ 

(8a.b)に挙げた例は前舌高母音によって前の音節の母音が前舌化するというウムラウトの現象が起こる事を

示している。一方， (8c)はウムラウトを引き起こす前舌高母音の前に破擦音，すなわち，口蓋音が現れると

きはウムラウトが阻止されることを示している。 (7)ではこの環境に現れる口蓋音は卜ant]素性を持っていな

いのでウムラウトが起こることを阻止することが出来ない。この議論からもわかるように， Kiparsky(1993) 

が提案した分析でも朝鮮語の口蓋化に合理的な説明を与えることは出来ない。

2.2 韻律外性による分析

Oh(1995)は口蓋化と音節末に起こる子音削除の現象を統一的に説明しようと試み，韻律外性という韻律音

韻論で提案された概念を適用し，音節化による違いに基づいて分析している。この分析の特徴は，語幹末の

子音は次の音節の頭子音になりうる時，つまり，母音ではじまる接辞が来るときは韻律外性となるという提

案と，さらに，語最的再音節化が名詞では任意に，動調では義務的に適用されると規定していることにあ

これに従うと，音節化と韻律外性の関係は次のようになる(Oh(1995))。る。

パ
。パハ川

。パハー

[ciph凹 r;;，]'to touch' 

σ

パ川
1

/ciph-田 1;;， / 

パ

a. (9) 

ph田 1d 、、y
a
ノh
 

p
 

〆

''E、

A 。パ
μ

σ

パハ

/ciph-udo/ [ciphwro] 'wi出 astraw' 

パい
σ
A
川ー

b. 

ph lli 1 0 、、、，，
a'''n pA 

〆，.，‘、

σ

パハ一一ぺパ

c. /ciph-凹 10/[cibwfO] 'with a s佐aw'

σ

木山
σ

爪ー lli 1 0 

(9a)は動詞の音節化と韻律外性である卜ph-]が音節末に適用される規則である/ph/>/p/に影響されずに音声形

として実現される。このような環境にIt.thlが現れるとき， t-口蓋化が適用され， [c. chJが実現される。名詞

の場合には， lCoronalJ子音を末尾に持つ場合は， (9b)の音節化が行われるので，例外なくt-口蓋化が適用さ
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れれ，破擦音が生み出される。したがって， /path-e/> [pathe]という派生のみが可能で， * [pade]という音声形

が出現することはないことが説明される。しかし， Oh (1995)はこの場合/thlは [Place]素'性を持たないので，

音節化されると後続する母音の[+continuant]素性の影響を受けて/s/として実現されると述べているが，なぜ

音節化されない場合は口蓋化だけ適用され，継続性が適用されないのかを説明する必要がある。

この分析では異音的口蓋化は音節化された/s.nνにのみ影響を与えると分析する。このときこのうち/s/は

あらゆる素性に関して不完全指定されていると主張される。これはゐ/が音節末で音節化されると/tIになるた

め，口蓋化によって/J/ではなく/CIとして実現されてしまうためである。'このように仮定すると，不完全指定

に関しては Kiparsky(1993)の[Coronal]子音に対する表示と同様に非対称が存在することになり，同じ困難を

持つことになる。

二つ目の問題は規則の適用に関する問題である。音節末において適用される規則と異音を生成する口蓋化

規則は音節化されている要素にのみ適用される。この規則は音節化されている要素のみが見える規則であ

る。一方， t-口蓋化規則は音節化されていない要素に適用される，しかも，接辞化された後，音節化されな

い前に適用されなければならない。もし，これが正しいとすれば，音節化されない要素に適用される規則に

よってt・口蓋化が説明され，韻律外性であるとする必要はないように思われる。

つぎに，この分析でも口蓋化を説明するために二つの異なる規則を必要とし，しかも， /s/と/n.νは異なる

基底表示を持っており，また，破擦音はウムラウトを説明するために[ant]素性が指定されていると考えられ

ることから，この二つの口蓋化規則の違いは基底構造における要素の表示の違いに基づいている。音韻規則

が韻律外性となっている要素に言及しなければならない音韻規則はこの他には見いだせないばかりでなく，

このような音韻過程はStrayErasure以外iこなしミように思われる。

さらに，複合語における口蓋化の阻止を説明するために韻律外性が語のレベルで解消されなければならな

いと言う問題がある。また， [Coronal]子音のうち[+son]の素性を持つ子音は韻律外性となっても，音節化さ

れても口蓋音として実現される。この場合，どちらの規則が適用されるか明確でない。すなわち， t-口蓋化

規則によっても異音的口蓋音が作り出されることになる。

3 最適性理論による分析

この節ではHong(1997)による最適性理論の枠組みでの朝鮮語の口蓋化の分析を検討する。 Hong(1997)の分

析の特徴は第一に口蓋化に対して従来とは異なる立場をとっていることである。この立場は，

Kiparsky(1993)で提案されている[+ant]子音はすべて異音的口蓋化，第二次口蓋化を受けるという考えにした

がっている点である。このために，派生環境にある九 th/は第一次口蓋化で/c.ch/となり，第二次口蓋化で[り，

c旬!となる。しかし， /t. th/は形態素内では第二次口蓋化のみに影響され[tj. t句!として実現されると分析し

ている。この口蓋化によって生み出される口蓋音はその分節音構造に基づいて決定される。

Hong(1997)は朝鮮語の[Coronal]子音は次のような分節音構造を持っていると仮定する。ある素性はそれぞ

れの分節音構造で指定されている場合と指定されない場合があり，それによって異なる分節音を表示する。

(10) / t. s. n. 1 / / tj. J. 11..正/ /c/ /り/
/U〈σ /ν 

L :!;:h clR 
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この分節音の基底表示で興味深いのは形態素内の/t/は[+ant]素性が指定されていることである。この指定は

文脈依存型の不完全指定である。このような構造を仮定することは根拠が薄く，問題であることはすでに第

2.1節で指摘した。

先に述べたようにこの分析では口蓋化を従来と同様に二つの規則からなると考える。一つは第一次口蓋化

と呼ばれ卜ant]を共有することによって達成され， /ν>[c]で=表すことの出来る口蓋化を説明する。第二次口蓋

化は従来と異なり，すべての[Coronal]子音に適用されるもので[Cornonal]素性を支配する V-PLを共有するこ

とで九I>[f]という過程を実現する。この過程は次のように示されている。

)
 

守

a目
A

噌

Ea
，，'a'白、、 a第一次口蓋化 b.第二次口蓋化

J C 

APERTURE 

V-P~[+high] 

、話〆

C-PL 

'n co 

h
u
 

円

ι

+

PA---

U

¥

 

'

L

T
よヘ

守
lmJEl--限

(

印

刷

vrα

(11)で示された過程を経た構造を持つ形式を最適形として選択されなければならない。朝鮮語の口蓋化を最

適性理論で説明するために， Hong(1995)で、は次のような制約を提案している。

(12) 制約

a. FRONT-HI[-ant]: A front high vowel implies [-ant] redundantly. 

b. LICENSE[-ant]: [-ant] is licensed by ]-sonorant]. 

c. CRISP-ALIGN-LEFT(C-PL-COR-[-am].σ): C-PL-COR-[-ant] is al10wed at the crisp left edge ofsyllable 

d. PAL: A coronal consonant and a following high front vowel must share a V-PL 

R 

e. *tji: *[+a合引t]

f. SYL-CON: ONSET and NOCODA 

(12)で仮定されている制約のうち， (l2e)の制約は形態素内に現れる/ぜが[+ant]素性を持っていることから必要

となる制約であるが，このような構造は理論的に，普遍的に許されないため破つてはいけない制約とされ

る。しかし， (l2b)の制約があるためにこのような構造が口蓋化された分節音の構造として許され， [-ant]が

指定されない高母音による口蓋化が[+ant]を保持しながら可能となる。これは派生環境を基底における素性

指定で置き換えたことから結果する問題である。

これらの制約の間のランキングは次のように仮定されている。
護軍

(13)ランキング

LICENSE. CRISP-ALIGN-LEFT(CA-L)， IDENT[+antJ， PAL， SYL-CON>> FRONT-HI 

-6-



このランキングと制約で朝鮮語の派生環境における口蓋化規則の過小適用(unerapplication)と異音を作り出す

口蓋化をどのように説明しているかを簡単に例示することにする。はじめに形態素内での第一次口蓋化の阻

止と第二次口蓋化の適用によって得られる最適形は次のような表によって選ばれる。

(14) /mati/ [maUi] 'k 

*りi LICENSE : IDENT[+ant] : PAL FRONT-HI 

ma CAOL tl I 

本 1 * 

ILl 

汀la t *1 * 

ナ|
*1 * 

S島

市「
*1 

¥ 

C侃l ch PL 

grn3a couI V」i-OPR L 

* 

macot 冶1 V』f1 -OPR L 

*1 

先にも述べたように，この表にはいくつかの間題点がある。まず， FRONT-HI制約と1・ant]素性にかかわる問

題がある。高母音の[-ant]素性が基底では指定されていないことに根拠があると仮定すると，この素性を忠

実性制約DEPに違反してまで挿入する理由が明らかでない。この場合，口蓋化を引き起こすためにこの素性

が必要であるとすれば語嚢的に指定されている方が自然である。したがって， FRONT抗 I制約が存在するに

もかかわらずなぜ、高母音に[-ant]を指定しないのか説明が必要である。

つぎに， [-ant]素性を共有しても口蓋化は実現せず， V-PLを共有すれば口蓋化に違反しない理由を考え出

すことは難しい。口蓋化は高母音の卜ant]素性によって引き起こされることは音声学的にも根拠のあること

であり，支持が得られる分析である。同様に，最適形として選ばれている形式はPAL制約に違反していない

ので口蓋化子音であるとみなすことが出来るが，この口蓋化子音は卜ant]素性が指定されていない。 (11)の構

造表示で[Jlは[+ant]が指定されていないので口蓋化子音の素性構造と矛盾しているとはいえない。それに対

して，この表の最適形は[+ant]が指定されていることから第二次口蓋化子音の構造に合致しないので口蓋化
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しているのかどうかという問題に直面する。

最後に，候補形 'matji'は*tji制約に違反しているため排除されるが，その構造から [+ant]を切り放した構

造も論理的には考えられる。しかし，そのような構造を持っている分節音はどのような音声形を持つのか

またこの候補形がなぜLICENSE制約に違反しないのか，次の表との関連で問題となるように思われる。

(15) /mat-ν[macji] 'the oldest son' 

LICENSE : CA-L : IDENT[+ant] : PAL FRONT回HI

ロ1a I *1 * 

*1 本

ロ1a C l 

clo *1 

汀1a り l *1 

:Nよ

口1a り l *1 

coT可:TL

COR 

ミf'灯1a り 1 

:れvtR 

この派生環境で適用される口蓋化についての分析にも二つの問題がある。一つは，素性の聞の結合に関する

理論的問題があり，もう一つはLICENSE制約の違反に関して問題がある。これらは結合線と制約の定義に

かかわる問題である。それらの規定が正しいものとして解釈すれば問題はないように思われるが，規定自体

に疑問がある点が重要である。

この分析で、は卜ant]素性が互いに結合している場合とV-PLとC-PLが結合している場合を分けて考えている

のが特徴である。前者の場合は[c]として実現され，後者の場合は[り!として実現され，両方が同時に結合さ

れた場合，すなわち，最適形の場合は[り]で表示される音声形になる。 PL素性が相互に結合された場合，そ
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の素性が支配する素性も同時に結合されているが，規則の適用範囲が最大スキャンになるか最小スキャンに

なるかが違うだけで，実現形は同じでになると素性構造理論では仮定している。

しかし，このこと以上に重大な問題は[-ant]が共有され， [c]が表面形となっても口蓋化適用されておらず

PAL制約に違反していることである。また， PL素性が結合されている場合， C-PLが COR素性を持つときは

[-ant]はlicenseされず， LICENSE制約に違反する，しかしいant]が指定されている場合はLICENSE制約に違反

しない。制約の規定によれば，トant]は[-son]によってライセンスされるのであるから， V-PLを持たない場合

ライセンスされると考えなければならない。以上論じたようにこの分析は種々の重大な問題を解決しなけれ

ばならない。

つぎに，第二次口蓋化と呼ばれている異音を作り出す口蓋化現象の分析を検討してみる。この口蓋化の分

析には新たに素性結合を禁止する制約が導入される。*[+continuant，引lterior]制約で，音声学的にはこの素性

結合は[J]を表す。しかし，この分析では[臼!と表示される抽象的音韻を表すと分析されている。このような

音韻は素性構造から予測される音韻ではあるが，全くの理論的に構築された架空の音韻でしかない。

/s/が前舌高母音の前で口蓋化する現象は次のような表で説明されている。

(16) /os-ν[0更ji]'clothes-NOM' 

LICENSE : IDENT[+ant] : * [+c，-a] : PAL FRONT向 HI

*1 本

O COSlR CI Ol R 

*1 * 

本!

cq 
fOJbLL  

* 

。oよ百f4R  

*1 

この第二次口蓋化の場合にも，音声学的な問題がある。 KBS(1993)の発音辞典によると前舌高母音に先行す

る/s/は[c]で、表記される口蓋化音になる。この音は[JJで表記される音よりさらに軟口蓋よりに調音点をもっ

口蓋化音である。したがって， [-antJ素性を持つ音である。このような[-antJを持つ候補形は新たに導入さ

れた*[+cont， -antJ制約によって排除されることから必然的に最適形が選ばれる。これは入力形に/s/以外

は[continuantJ素性を指定しないことにより他の口蓋化においても矛盾は生じない。しかし，もし入力形に

言語固有の特徴を持つ不完全指定を含む分節音構造を仮定することは入力形を限定することになり，入力形

はすべての言語で共通であるという最適性理論の基底形非限定の原理(richnessof thebase)を満たしていな

いように思われる。さらに，最適性理論はいっさいの音韻規則を排除しており，出力形における不完全指定
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にどのような素性が補充されるのかされないのか，されないとすれば実現形はどのような構造を持つのか，

されるとすればどのように行われるのかが必ずしも明らかでない。

このような分析の特徴は分節音構造と不完全指定によって可能な構造を作り出し，抽象的構造に基づ、いて

議論を展開している。出力形の構造は不完全指定理論を導入する場合，欠如規則によって素性が補われ手初

めて現実の音声形を表すことができる。したがって， Hong(1997)が仮定する構造に指定されていない素性

を補充するとき，絶対中和が生じる可能性がある。

最後に，複合語では派生環境に目標が存在するのにも関わらず，口蓋化が適用されないが，この例外を説

明するために， CRISP-EDGE制約を音韻素性に対して適用できるように拡張する。しかし，この適用範囲

の新たな拡大に伴って別の問題が起こることを示す。

(17) /hoth-ipull [hotj-ibul] 'unlined comformer' (Root-Root)2 

LICENSE CA-L PAL : SYLLCON FRONT-HI 

も. 

*1 

σ 

本1 〉ド

申ふ合子
σ 

2ド

COR 

(17)の表で、はHong(1997)で=あげられている候補形のうち重要と考えられるものを三つだけ引用している。問

題となるのはV-PLとC-PLが結合されている二つの候補形である。これらの候補形はCA-Lに違反していない

と評価されている。しかし，卜ant]を共有している場合はこの制約に違反していると評価される。この評価

は制約の規定に[-ant]素性が含まれているためにこの素性が結合している場合にのみCA-L制約に違反すると

言う規則適用の構造の完全合致性条件(Exhaustivity)によっていると考えることが出来る。しかし，この場合

はこの条件は適用できない。なぜなら， CRISP制約は定義から隣接する音節が韻律的構造に関して，また素

性に関して結びついていること，両音節'性になっていることを禁止する制約である。このことから，構造記

述に含まれる素性が隣接の音節と結合するときはすべてCA-L制約に違反すると評価されるべきである。

Hong(1997)の朝鮮語の口蓋化の分析は不完全整理論を無条件に最適性理論に取り入れているが，最適性理

論は出来るだけ不完全な指定を排除することを目標の一つにしていte，

母音調和の分析を除いては分節音は完全指定されていると仮定している。このほかにもこの節の議論で明ら

かにした多くの理論的.音声学的問題がある。
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これらを解決し，説得力のある分析と説明を朝鮮語の口蓋化に与えるためには，派生間対応，結合制約を

導入した最適性理論によるべきであることを次の節で示す。

4 結合制約と派生間対応制約による分析

この節では最適性理論において新たに導入された結合制約(Noske(1997))と派生間対応理論によって朝鮮語

の口蓋化に存在する非派生環境における口蓋化の阻止に説明を与える。 4.1で口蓋化の資料と最適形の評価

に関わる制約に関する議論をし， 4.2で結合制約と派生環境効果について分析しする。 4.3で複合語における

口蓋化の阻止について説明し，最後に4.4で口蓋化子音によるウムラウトの阻止の現象を分析する。

4.1 口蓋化音の性格と制約

先にも述べたように口蓋化によって生み出される音の音声学的性質については学者の聞に完全な一致は得

られていないようである(Hong(1997))。この節では次に述べるように一般的解釈に従うことにする。すなわ

ち， KBS(1993)が示す音形を標準的な形式と考え，その他の形式は音声的変異形あるいは方言形とみなすこ

とにする¥

(18) a.前舌高母音の前に現れる形態素内の九 thlはKBS(1993)によれば[t，th]と表記される音である。この音

が前舌母音の影響を受けてわずかに硬口蓋よりの発音に錠としてもそれは音声的変異である。

b. /s， n. 11は前舌高母音の前で口蓋化して[J，Jl，正!と表記される音になるが，これらの音は朝鮮語で

は意味を弁別する機能を持たない異音として存在する。これらの音は [-ant]素性を持つ異音である

と考えるのが妥当である。

c基本的な資料は次に示すような音形を持つとする40

a. /mati/ [mati] 'knot' /mat-i/ [maci] 'oldest son' b. /kasν[kaJi]'thom' /os-ν[oJi] 'cloth' 

c. /hoth-ipull [hodibul] or [honnibul] 'a sheet of mat' 

d. /path+ilaI]/ [padiraI]]. or [panniraIJ] 'ridge of a field' 

e. /path+i+laI]/ [pachiraI]] or [paJiraI]] 'a field and' /path+i+lanl [pachiran] 'which is called a field' 

形態素内で適用される異音を派生する口蓋化と派生環境でのみ適用される口蓋化を説明するために対応理論

で必要な制約は口蓋化制約と音韻素性の一致に関する忠実性制約，そして形態と音韻の境界に関する制約で

ある。これらの制約を(19)に示す。

(19)制約

a. IDENT[ant]:OO-IDENT[ant]: Correspondent segments are identical in feature [anterior]. 

b. IDENT[cont] : Correspondent segments are identical in feature [continuant]. 

c. R-ANCHOR(Stem.σ): Any right most segment of a stem in the input has a correspondent 

at the right edge of a syllable in the output (Lubowicz(1997))五

e. CRISP-EDGE(Syll) 
水σσ

~ cぺ
[-a~ 

f. THREE PALATALS BAN (OCP) g. P AL 

σσC  i 

J cヘv pL JL 
1， r 1， r I ， ，.， J~ ，.， J 

[-ant] [-arit] [-ant] COR COR 

l+pttl 
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(19)の制約のうち(19a)に定義されているOO-IDENT制約は派生問対応に関わる制約で，口蓋化が出力一出力

対応で言及される基本形に適用されず，入力ー出力対応でのみ派生された環境に現れることを説明する。

(19c)は語幹の最後の子音が後続の音節の頭子音となること，すなわち再音節化されることを禁止する制約

である。 (1ge)の制約は口蓋化の方向を限定する制約で口蓋化は左から右に起こることを禁止する。すなわ

ち，順行同化を阻止する制約である。 (19f)の制約はウムラウトを阻止するための制約である。

次の節ではこれらの制約が非派生環境にある要素がなぜ口蓋化の適用を受けないかを説明するために結合

制約が重要な役割を果たすことを明らかにする。

4.2 結合制約と派生環境効果

2節および4.1節で述べてきたようにt-口蓋化は派生環境でのみ適用され，破擦音を生み出す音韻過程であ

る。したがって，この口蓋化はR-ANCHOR制約に違反することによって実現されることになる。したがっ

て， t-口蓋化される子音はPAL制約には違反しないが，口蓋化されない候補形はR-ANCHOR， PAL両方の制

約に違反する。この事実からこの口蓋化は制約の局所結合というSmolensky(1993)が導入した概念に基づ、い

て， PAL誓約とR-ANCHOR誓約を結合した[PAL&R-ANCHO~]制約により派生環境効果を説明できる。この

結合制約はランキングに関する原理によってPAL制約およびR-ANCHOR制約より上位にランクされなけれ

ばならない。

結合制約はもし結合された制約がある領域ですべて違反されたときにその限りにおいて満足されないと規

定されている。局所結合制約は有標制約の結合による異化の説明(Aderete(1997))，共時的に見られる連鎖的

音推移の分析(Kirchner(1996))など多くの音韻現象の分析に用いられている。

朝鮮語のト口蓋化はR-ANCHOR制約を満足する分節音には適用されないので，形態素内の/ぜが口蓋化され

ていない候補形が最適形と判断される。これは次の表によって説明される。

(20) a. /mat-i/ [maci] 

[PAL& R-ANCHOR] IDENT[ant] PAL R-ANCHOR 

打la.tl *! * * 

@"ma.ci * コド

打la.sl *! * * 

b. /mati/ [mati] 

[PAL& R-ANCHOR] IDENT[cont] : IDENT[ant] PAL R-ANCHOR 

t:Fma.ti * 

立la.CI *! 

ma.SI *! * 

(20b)では結合制約は働かす，低いランクの制約が決定的働きをする。次に前舌高母音の前にあれば派生

環境においても非派生環境においても適用され，口蓋化異音が現実形に現れる場合について検討する。この

場合，この口蓋化による口蓋音は音韻的地位を持たないことを説明できなければならない。朝鮮語の口蓋化

音を持つ現実形は次のような制約のランキングによって説明される。
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(21) a. los-i! [ofi] 

[PAL& R-ANCHOR] IDENT[cont] PAL IDENT[ant] 

::5"O.fi * * 

O.SI 本! * * 

O.Cl *f * * 

一 一一一
-ー--

b. Ikasil [kafi] 

[PAL& R-ANCHOR] IDENT[cont] PAL IDENT[ant] R-ANCHOR 

::Fka.fi * 

ka.si *f 

ka.CI *f * 

この場合も(20)と同様に，結合制約は形態素内の場合は働かない。しかし， (21)の表と(20)の表を比較すると

IDENT[ant]制約のランキングに違いがある。 (21)ではIDENT[ant]がPAL制約より下位にランクされているこ

とである。この制約のランキングはIDENT[ant]制約のランクが降下していることを示し，このようなランキ

ングの入れ替えは共時的音韻変異あるいは歴史的音韻変化の場合に一般的に見られる現象である(Nagyand

Re卯 01ds(1997)，Adlerete and Cho(1998))。このランキングにおける交替はs，n，l-口蓋化は音声的操作であり，

異音的であることを説明している。もし(20)と同じ制約のランキングで最適形が選ばれるとすると，これら

二つの現象の間に見られる音韻的操作と異音を生成する操作という差異を明示的に説明することは出来な

しし

4.3 複合語における口蓋化の阻止

(18c)で示したように朝鮮語のト口蓋化は複合語の要素には派生環境であるにも関わらず適用されない。ま

た，朝鮮語においては接頭語，接尾語が複合語を形成する要素であるときは音韻的に語幹としてではなく，

韻律語としての位置を持っている。たとえば， los-on/> [odan]は10s-i1>[0Ji]と異なり，音韻的に語幹としてで

はなく韻律語として働き，音節末音韻制約に従っている。このことから複合語を形成する要素は韻律語とし

て働いていることが判る。

複合語の要素は韻律語の地位を持っているので，その音韻境界を規定するための制約としてR四 ANCHOR

制約を用いることは出来ない。また，複合語を形成する要素は音韻的に派生された要素と考えられる。した

がって，二つ以上の基本形から複合語が形成されるとすると，派生間対応の制約(Ige)よって候補形が評価

される必要がある。

(22r
i 

a. Ihoth+ipuII [hot+ibul]: [hodibuI] 

OO-IDENT : [PAL& R-ANCHOR] IDENT[ant] PAL 

hofibul *f * 

&'hodibul * 

hochibuI *f * 
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b. /path+ilal)/[pat+ila:Jl: [padir3l)] 

OO-IDENT: [PAL& R-ANCHOR] IDENT[cont] : IDENT[ant] PAL 

Grpadiral) * 

pachiral) *1 * 

paIiral) 本! 〉ド * 

. 

複合語を形成する要素はすべて音韻的に派生された要素と考えられ， 10制約と基本形に言及する00制約に

よって評価される。 (22)の表は口蓋化を受けない候補形は派生間対応についての制約OO-IDENT[ant]を満足

するが，口蓋化を受けて卜ant]素性を韻律語の境界をまたいで共有する形式はこの制約に違反するため最適

形として選ばれない。

次に興味ある例を考えてみることにする。 (22b)の例と同じ要素連続を持っているが，その意味と現実形

が異なる例である。しかし，二つの聞には形態的に異なる点がある。第一に，この形式は複合語ではない

点，第二にこの形式に含まれる/i/は韻律語と韻律語を結合するための出没母音である点である。 (23)にその

例を示し，最適形が選ばれる過程を示す。

(23) /path-i-I3l)/[pachir3l)] or [paIir3l)] 'field and' 

[PAL& R-ANCHOR] IDENT[cont] : IDENT[ant] PAL 

Grpachiral) * 

padiral) *1 * 

paIiral) *1 * 

(23)で仮定されている入力形で，母音/ーi-/は結合母音としての機能を持つことから形態的，音韻的にそれら

をつなぐ接辞として働いていると分析できる。もし，これが正しいとすると， (23)にあげたような例では派

生問対応(00Correspondence)ではなく，入力ー出力対応(10Correspondence)を評価する制約とそのランキング

によって最適形が選ばれる。したがって， (20)で説明した例と同様に局所結合制約[PAL& R-ANCHOR]制約

が最適形を評価するために重要な働きをしている。口蓋化による摩擦音を持つ候補形はIDENT[cont]に違反

するために除かれる。

今まで論じてきたように今まで生成音韻論で問題とされてきた朝鮮語の二種類の口蓋化は対応理論の枠組

みで局所結合制約と派生間対応理論のOO-IDENT制約によって統一的に説明でき，さらに，口蓋化の異音性

は忠実制約のランキングの降下によって説明できることが示された。次に，ウムラウト現象に簡単に触れて

おくことにする。

4.4 ウムラウ卜現象と口蓋化

朝鮮語ではウムラウトと呼ばれる現象がある。この現象は s-口蓋化と同様異音的交替現象である。このウ

ムラウト現象は慶尚道方言では広範に見られるといわれている(HeoEung (1958))。これは後舌母音が前舌高

母音が後続するとき前舌化し，非円唇母音になる音韻過程である。しかし，口蓋子音が二つの母音の間にあ

るときにはこの音韻過程は阻止される。口蓋化子音は派生されたものであっても，語葉的なものであっても

ウムラウトを阻止する。
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(24) a. /kasi/ [kaJi] 叶k~Ji]

Three Palatals Ban : [PAL& R-A] IDENT[cont] PAL IDENT[ant] 

@"kaIi 3ド

kaIi *1 * 

kasi *1 

PAL SPREAD IDENT[back] 

*1 

* 

このウムラウトの分析のためには制約を詳細に検討する必要があるかもしれない。しかし，ウムラウトを阻

止する操作は三つ連続で派生された要素を持つ音節を禁止するThreePalatals BanのようないわゆるOCPのよ

うな制約が働いていると思われる。ウムラウトの詳細な分析は本稿の範囲を超える。

5 まとめ

本稿では朝鮮語に見られるこつの口蓋化を最適性理論の枠組みで再分析した。対応理論と派生問対応理論

にしたがって局所結合制約とCRISP-EDGE-OO制約によって派生環境でのみ適用可能な口蓋化は口蓋化制約

とR-ANCHOR制約に同時に違反することを避ける結果生じる現象で，また，非派生環境阻止の現象は口蓋

化制約とR-ANCHOR制約には関係なく忠実性制約を守ることから起こる現象であると説明される。規則に

よる説明では文脈依存の不完全指定(Kiparsky(1993))，韻律外性の取り消し(Oh(1995))に頼らざるを得ない，

また，最適性理論による説明において文脈依存の不完全指定を導入することになっている(Hong(1997))。し

かし，本稿では独立に根拠を持つ結合制約，派生間対応制約を導入することによりリ s，n，l-口蓋化は忠実性制

約のランクの降下によって起こる音変異現象であることを明らかにできた。
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注

1. Oh (1 995)では派生環境にあっても形態素境界内にある場合には口蓋化は適用されない例として引用している/te+~/ 'to 

be burned'>[ty;::.]っc::)]に関してLee(1979)は/te+::)/は母音の補償長音化によって[tee]となるが， Oh (1995)におけるようなわた

り音形成は起こらないと述べている。

2. この語棄の音声形に関してはOh(l995)では[hodibuI]と[honnibuI]とが可能であると論じられている。しかし，多くの

辞書，あるいはKBS(1993)では[honnibuI]のみが可能であるとしている。この語を形成している要素の/hoth-/はOh(1995)

では接頭辞とされているが，インフォーマントによると接頭語として認識されることは少なく，この接頭語を含む語は

一語と考えられることが多いという。事実， [hodibuI]が可能としたのはインフォーマント 7名のうち1名のみであった。

3. KBS(1993)では口蓋化子音を/t.thl>/c.chlと表記しており，音声的口蓋化に関しては /s.n. 1 /> U， Jl.，正 !と表記してい

る。一般的に前舌高母音の前では子音は音声的に硬口蓋よりの発音を持つ音として実現されることが多い。しかし，こ

れはあくまでも音声的変異形であると考えるべきである。また，実際に慶尚道あるいは年長者の問で [pathe]を[pase]と

発音する現象が見られる。しかし，興味深いのは/kkoch-wIl>[kkoswI]はインフォーマントによればソウル近くの地域で

は標準的であるといわれる。

4. これらの資料にある以外の語糞でも個人的，方言的に異なった音形が見られる。数人のインフォーマントによると

次のような変動がある。 /path+ilaI)/> [padiraI)]は [panniraI)]よりは標準とは考えられていないが，この語に関しては二人の

インフォーマントが [pachiira I)]という口蓋化した音声形のみが可能であるとしていることは興味深い。つまり，複合語

であっても口蓋化が浸透している証拠である。一方， /path+i+lal)l'‘a field and'は [pachiiraI)]という音声形以外はほとんど認

められないという結果がインフォーマントの調査によって示された。

5. ANCHOR制約は形態範鴎と音韻範障の境界の一致を規定するALIGNMENT制約にとって代わるものである。これに

ついての議論はMcCarthyand Prince(l995). McCarthy (1997)に詳しい。

6. この表では可能な候補形である/hotibuI/./patilal) /を考慮していない。これは朝鮮語では音韻的に有声無声の対立が重

要な機能を果たさないことから分析上問題を生じないためである。しかし， s-口蓋化を考慮しなければならないとすれ

ば候補形に入れるべきであるかもしれない。このような候補形は満足しなくてはいけない*VC[-VOICE]Vのような音配

列に関する有標制約によって排除される。
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